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論 文 内 容 の 要 旨
筋に分布する神経の末梢部や血管に発現するCalcitonin gene-related peptide（CGRP）は三叉神経節（TG）で産生
され，血管拡張や筋芽細胞の分化促進機能などをもつ。侵害受容の伝達に関与するTransient receptor potential cation
channel subfamily vanilloid member １（TRPV１）はTGで産生され，CGRPと共発現する。本研究では，吸啜から
咀嚼へと機能変化する成長期（離乳期）において，TGと咬筋のCGRPと TRPV１の発現動態および筋マーカーのMyosin
Heavy Chain（MyHC）の構成パターンを解析した。生後１０，１５，２０日齢の ICR系 SPF 雄性マウス（n＝３/group）
を用い，リアルタイムRT-PCR 法により，咬筋とTGにおけるCGRPと TRPV１，咬筋における embryonic MyHC，
MyHC IIa，MyHC IIb，MyHC IIx，MyHC alpha の mRNA発現の定量化を行った。咬筋とTGにおけるCGRPと
TRPV１のタンパク発現をELISA法により測定した。さらに in situ hybridization 法により，TGの CGRPと TRPV１
のmRNA発現細胞の局在性を検討し，以下の結論を得た。
１）mRNA発現レベルは，embryonic MyHCとMyHC alpha では生後１０日から１５日まで有意に減少し，MyHC IIa
では生後１０日から１５日まで有意に増加し，MyHC IIx では生後１０日から２０日まで有意に増加した。
２）CGRPのmRNA発現レベルは，TGでは生後１０日から２０日まで有意に増加したのに対し，咬筋では生後１０日か
ら１５日まで有意に減少した。
３）TRPV１のmRNA発現レベルは，TGでは生後１０日から２０日まで有意に増加し，咬筋では生後１５日から２０日ま
で有意に増加した。
４）CGRPのタンパク発現は，TGでは生後１５日から２０日まで有意に増加し，咬筋では生後１０日から２０日まで有意に
増加した。
５）TRPV１のタンパク発現は，咬筋で生後１０日から２０日まで有意に増加した。
６）TGの吻側から中央部にかけてCGRPと TRPV１のmRNA発現細胞が共に認められた。
論 文 審 査 の 要 旨
成長期の咬筋とTGにおいて，CGRPとMyHCの発現の多様性を明らかにしている。これらの結果は，吸啜から咀
嚼への転換期において，MyHC構成パターンの変化にCGRPが関与する可能性を示唆している。このことから，咀嚼
筋に対するCGRPの新たな基礎的機能を示唆し，咀嚼機能の改善につながる情報を提供するもので，歯学に寄与する
ところが多く，博士（歯学）の学位に値するものと審査する。
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